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石川地域づくりコーディネーター 活動レポート 

石川地域づくりコーディネーター 

  氏名 黄原 勝彦 

１．基本情報 

所 属 行政書士きはら法務事務所 代表 特定行政書士 

連絡先 

電 話 076-247-6484 

メール qjspg487@ybb.ne.jp 

その他（ＨＰ等） https://itp.ne.jp/info/179644523103070980/ 

２．コーディネート可能な分野・過去のコーディネート実績 

【可能な分野】 

 地域資源の発掘支援/公的補助金・助成金の申請支援及び代行業務/法人（ＮＰＯ、各種法人）設立/ 

  行政機関への各種許認可申請、異議申し立て手続き代行/定款、組織規程の作成業務/会計処理支援 

業務/各種契約書作成支援/外国人の入国ビザ・就労資格・永住に関する申請取次業務等/その他 

相続・成年後見制度等の地域住民に対する手続き支援に関する行政書士業務  

【過去のコーディネート】 

 株式会社、一般社団法人等の法人設立支援/会社、一般社団法人の定款・運営規則・各種規程・会計 

処理等の支援/町内会と地域内営業者、私立学校等との協定書作成支援/ 

３．石川地域づくりコーディネーターとしての今年度の目標 

＜協会への貢献に関して＞ 

・石川地域づくり協会会員（以下「会員」という。）の団体運営に関する組織体制、組織内規程、会計

処理に関する専門的な立場での支援。 

・会員が行う公的補助金・助成金の申請等の資金調達に関する支援。その他、行政書士業務。 

＜地域づくり活動全般に関して＞ 

・地域団体の団体設立、運営に関する組織体制、組織内規程、会計処理に関する専門的な立場での支援。 

・地域団体が行う公的補助金・助成金の申請等の資金調達に関する支援。その他、行政書士業務。 

４．今年度の活動報告と自己評価 

＜協会への貢献に関して＞ 

今年度は、行政書士業務に関する専門的な活動に専念したことから、協会主催のイベント等への参加が

出来なかった。 

＜地域づくり活動全般に関して＞ 

白山麓における野獣被害に関する地域の取組に関するアドバイザーとして活動している。 

白山麓では、現在、担い手が不足しており、地域活動自体が困難な状況である。 

地域活性化に向けた取り組み方法、人材の確保等に関するノウハウの情報提供や具体的なニーズに対応

できる専門家として活動したいが、ボランティアでは限界があり、専門家に対する報酬も必要であると

考える。 

※１～３は年度当初に、４は年度末に記載してもらう（１は変更あれば年度末に修正可）。 



（様式３） 

平成３１年 ２月１７日 

 

石川地域づくり協会会長 様 

 

                    石川地域づくりコーディネーター 

                    氏名   黄原 勝彦     印 

                                 （押印省略） 

 

平成 30年度 石川地域づくりコーディネーター活動レポート 

年月日 事業名 実施主体 活 動 内 容 

＜県内活動＞ 一般社団法人

運営・組織構成

に対する助言

指導及び会計

処理指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人

白山ふもと会 

 

（テーマ、形式、概要） 

【運営形態及び組織構成等の見直し】 

目的： 一般社団法人白山ふもと会が地域

の観光資源及び地域食材を活かした白山麓

のブランド化を図って発展していくために

必要な経営のノウハウを蓄積するととも

に、地域人材の積極的な活用を目指した事

業展開に向けた今後の事業プランや運営体

制を整え、持続可能な活動母体を目指す。 

 

講師：行政書士きはら法務事務所 

 代表 黄原勝彦 

 

実施日：平成３０年は６回実施 

原則として毎月第 3土曜日 

 

実施場所：白山ふもと会事務所 

  （白山市観光情報センター 

「吉野工芸の里」内） 

参加者 ：理事、事務局長、担当者 

 

実施内容報告：ＷＳ方式による検討会 

１ 事業内容については、人材不足状態か

ら収益事業（野獣肉（イノシシ、鹿）解体

処理及び切り肉の販売）だけでは、白山ふ

もと会の採算性のある安定した運営は厳し

いことから、次の運営方法に変更した。 



 解決策の一つとして、一般社団法人は公

益事業と収益事業の２つの側面をもつこと

から、公益事業として、会員である地元企

業の経営支援や白山麓で大きな問題となっ

ている獣害対策など積極的に取り組むこと

を行政に働きかけるよう指導した。 

その他、獣害であるイノシシの捕獲頭数

が大幅に増大していることから、捕獲され

たイノシシを速やかに引取りできる体制に

するため、運搬業務、解体作業を専門経験

者へ委託する方式に変更した。 

 

２ 経営体制としては、事業計画を作成し

全職員が目的を共有する必要があるが、人

材不足状態となっており、事務局職員の確

保や地域人材の掘り起こし（契約職員やア

ルバイトの確保）を進めていくことを指導

した。 

さらには、会計経理を一般社団法人にふ

さわしい公益法人会計基準を準用したもの

（事業内容が一般企業的な営利事業に特化

している）に見直す必要もあることなどに

ついて指導を行った。 

 

【会計処理指導】 

平成３０年は、毎月１回、一般社団法人

における会計処理（複式簿記による経理事

務処理（科目設定、仕訳日記帳等の整理方

法の指導）、決算書、試算表等の指導）、組

織規則、就業規則、雇用契約書等の整備指

導を実施した。 

 

【一般社団法人白山ふもと会の取組支援】 

石川県白山市の山麓における観光協議会

（旧 5 村）の集合体として結成され、観光

資源を活かした地域振興活動を行ってお

り、石川県、白山市の支援を受けて、野獣

被害対策の一環として県内で初めて解体処

理施設を整備し、野獣（主としてイノシシ）



をジビエ料理用の食肉として提供（販売）

し、県内外から注目されている団体である。 

本年は、石川県内の野獣被害対策による

獣害（イノシシ、鹿）の捕獲頭数が大幅に

増大していることから、これまで行ってき

たジビエ料理向けの切り肉の販売方法だけ

では処理頭数が限られることから、「白山ふ

もと会」自らが野獣肉を使った加工食品の

開発を進めるよう指導した。 

今後も石川県内の野獣被害対策による獣

害（イノシシ、鹿）の捕獲頭数は増大する

ことが予想されることから石川地域づくり

コーディネーターとして、同団体の地域振

興活動や経営、経理面に関して継続的にコ

ーディネートする予定である。 

 

＜県外活動＞ 無し  （テーマ、形式、概要） 

特記事項 

（国、地方公共団体の審議会等就任状況、県外の地域づくり活動の実績等） 

特に無し 

 


